
事故なく有意義な夏休みを！！
校長 松田 万寿雄

この学校報「南港」がお手元に届いているときには、子どもたちは、夏休みの真っ最中です。
およそ１か月の夏休みは、学校からいろいろな課題も出ますが、学校に通っているときにはでき
ないことに挑戦できる絶好の機会でもあります。暑い夏ではありますが暑さに負けず、有意義な
時間を過ごしてほしいと思います。
さて、夏休み前の全校集会では、絵本作家ヨシタケシンスケさんの「このあとどうしちゃおう」

という絵本を紹介し、やりたいことをしっかりと決めて夏休みに入ってほしいこと、そして、校
長先生からの宿題として、学校でやってみたいことをたくさん考えてくることを伝えました。全
校みんなで楽しめるようなことを考えてきてほしいなと思います。
子どもたち一人一人は、具体的な目標をしっかりともって夏休みに入っています。やる気に満

ちあふれています。子どもたちのやる気が続くようにするためには、ご家族の温かい声掛けが大
切です。当たり前のことでもたくさんほめてあげてください。私の経験だけで根拠はありません
が、子どもたちをほめると子どももいい気持ちになりますが、ほめている大人も意外に気持ちの
いいものです。ぜひ、子どもたちが充実した夏休みだったと言えるよう、子どもたちへの励まし
をお願いいたします。地域の方々も子どもたちを見かけたら遠慮せず声をかけていただければと
思います。

輝け！最上級生～笑顔あふれる学級～
６月25日、26日、６年生の修学旅行がありました。仙台・平泉方面への修学旅行は５年ぶりと

なります。子どもたちは、修学旅行に向けて、グループ別自主研修の計画や男鹿市のＰＲ活動（パ
ンフレットづくり、缶バッジづくり）の製作など事前の準備に一生懸命に取り組んできました。
事前の調べ活動がしっかりとできており、リーダーを中心に活動内容がインプットされていた

ので、計画通りに活動することができていました。行く先々で思う存分楽しむことができました。
また、全員が笑顔で過ごせるように互いを思いやる言動が見られました。さすが最上級生だと感
じました。２日間かけて男鹿市のＰＲ活動もがんばりました。すきま時間を見つけて、見ず知ら
ずの方々に声をかけるのは、かなりの勇気が必要だったはずですが、「ふるさと男鹿を紹介する」
という目的もしっかりと果たすことができました。荒浜小の見学では、真剣に話を聞く姿が印象
的でした。修学旅行のテーマ「輝け！最上級生～笑顔あふれる学級～ メリハリをつけて集団行
動しよう」を達成できた素晴らしい修学旅行になりました。６年生の子どもたちにとって小学校
生活の中で最高の思い出の一つになったことと思います。
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八木山ベニーランドでたくさんの乗り物に乗って 犬の散歩をしていたご夫婦に思い切って ２日目最後の見学先である中尊寺で
大満足の子どもたちでした。当日は、船一小と 声をかけました。男鹿市の紹介をすると す。北陽小の友達といっしょに撮影をし
北陽小だけのほぼ貸し切り状態でした。 とても喜んでくださいました。 ました。金色堂には感動していました。



地域との関わりを大切に

くじらっこの活躍
☆第９回男鹿市潟上市南秋田郡小学生バレーボール交流大会
第３位 男鹿杉っ子バレーボールスポ少

・６年 ○○○○、○○○○、○○○○○、○○○○、○○○○、○○○○○
・４年 ○○○○、○○○○
・２年 ○○○○

☆第54回秋田県クラブ野球大会（ナイスカップ）男鹿市予選大会 ※全県大会出場
優 勝 男鹿スピリッツ野球スポ少

・６年 ○○ ○、○○○○ ・５年 ○○ ○
・４年 ○○○○、○○ ○ ・３年 ○○○○ ・２年 ○○○○

○・○○さん 船一小へようこそ！！
短い期間でしたが、日本での学校生活を体験したいということで台湾から来た友達 ○○さんと一緒

に過ごすことができました。くじらっこにとっても、よい交流ができました。また、来てくださいね。

伝統行事体験集会

７月９日に子どもたちが盆踊りに挑戦しました。当
日は、船川地区の盆踊り保存会の方々に指導をしてい
ただきました。集会では、「ダダダコ」という踊りを
教えていただきました。子どもたちはすぐに踊りを覚
え、踊っているうちに自然に大きな掛け声が体育館に
響き渡りました。集会の後半は、一人一人が「ダダダ
コ」の太鼓を叩く体験もできました。夏の風物詩とし
て親しまれてきた盆踊りの魅力を存分に感じ、楽しむ
ことができました。自然に出る掛け声からは、人と人
との絆を深める行事でもあることを実感できたのでは
ないかと思います。盆踊りはもちろんのこと、地域の
行事に参加して、地域を元気にしてほしいと思います。

男鹿市小中高合同海浜清掃

７月19日、４年生以上の子どもたちが鵜ノ崎海岸
のクリーンアップをしてきました。男鹿南中と男鹿
海洋高の生徒たちといっしょに活動をしました。船
一小の子どもたちは、海に入りたいところをぐっと
抑えて、暑い中でしたが最後まで真面目にゴミ拾い
に取り組みました。いつもお世話になっている地域
の方々に感謝の気持ちを行動で伝えること、地域の
ために自分は役に立っていること、海や自然、そし
て地球の環境に関心をもつこと、様々な人と関わり
をもつこと等々、子どもたちは今回のクリーンアッ
プ活動を通して、たくさんのことを体験し学ぶこと
ができました。

ＰＴＡ授業参観ありがとうございました

７月12日のＰＴＡ授業参観は、全校児童と保護
者が一堂に介しての活動「なるほど講座」を実施
しました。今年度のなるほど講座は、男鹿消防署
の署員を講師としてお招きし、心肺蘇生のための
胸骨圧迫方法とＡＥＤの使い方を教わりました。
いざという時に人の命を救うために身に付けてお
きたい大切なことです。親子で体験を通して学ぶ
ことができる貴重な学習会となりました。親子で
行う「なるほど講座」は本校ＰＴＡ事業の特色あ
る活動の一つだなと思いました。

青少年劇場「馬頭琴と揚琴のコンサート」

７月２日に「馬頭琴（ば
とうきん）と揚琴（やん
ちん）」のコンサートを
開催しました。馬頭琴と
揚琴の独特の音色や楽器
の形状に興味津々でした。
演奏が始まるとすぐに子
どもたちの心を捉え、演
奏に魅了されていました。

不審者対応教室 （７月11日実施）
男鹿署と臨港署の署員に

来ていただき、不審者に遭
遇したときの行動の仕方を
確認したり、ネットの正し
い利用の仕方などについて
お話をしていただきました。


